
2
0
2
1
年
度
実
態
調
査

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー

総
務
省

■人手不足の状況（業種別集計）
運輸業
建設業

情報通信・情報サービス業
介護・看護業

その他サービス業
製造業

宿泊・飲食業
小売業
卸売業

金融・保険・不動産業
その他

0 20 40 60 80 100

79.479.4

75.6
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59.3

58.2

57.8

54.7

52.6

51.3

62.8

0.7

0.2

0

0

0

0.1

0

0

0

0.9

0.7

18.4

23.0

29.8

30.2

35.9

37.0

33.2

40.7

42.2

43.6

33.6

1.4

1.2

3.5

4.7

4.8

4.8

9.0

4.7

5.2

4.3

2.9

■不足している　■過不足はない　■過剰である　■無回答

（資料：日本商工会議所・東京商工会議所「人手不足の状況および従業員への研修・教育訓練に関する調査」）（資料：人事院「本年度就職活動を終えた学生を対象とする意識調査」）

2023新卒「就職活動スタート号」

▲2022年度 就職活動スタート号（5月刊） 気になる疑問＆不安を徹底解消!!

企業研究用最新情報一挙公開!!
の優良&堅実企業

充 実 の

誌面内容

「高校新卒者」を積極的に採用・
育成している各優良企業を紹介
しており、就職指導ご担当教員
の方にとって必携の一冊です。

進路のてびき2023

就就職職・・公公務務員員編編就職・公務員編 就職する前に知っておこう就職する前に知っておこう準備編

就職活動に備えるために就職活動に備えるために実践編

社会に奉仕する公務員への進路社会に奉仕する公務員への進路公務員編

お問い合わせ
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
TEL  03-5925-1656進路情報研究センター ライセンスアカデミー

　AOSは施設警備やイベントの警備業務
を中心に行っています。関西を中心に展開
していますが、全国的な展開を視野に入れ
ています。近年売上の増加に伴い活動拠
点も増加しています。
　仕事自体は難しくはありませんが、手抜
き省略には要注意です。「簡単、当たり前、
誰でもできる」仕事ですがそれを継続する

ことは難しいのでしょうか？ ぜひとも「凡
事徹底」でお願いします。資格は不要です。
　一人暮らしの応援、生活費の無利子貸付
制度などさまざまな支援制度があります。
　北海道から沖縄まで日本全国の先輩が
在籍。当社が会社説明会、採用試験の旅費
を負担しています。遠慮なく先輩方のよう
に一歩踏み入れてみてください。

新入社員を応援！多様なサポート制度
・各種旅費を支給（赴任・帰省２年間）
・有給休暇の３カ月前倒し消化が可能
・初年度の冬には機能性衣料を支給
・２年目以降スーツを２回支給（１年毎）
・入社時無利子貸付制度あり
・インフルエンザ予防接種は会社負担（希望者のみ）
・ベネフィットステーションのゴールド会員
・初期費用０円での一人暮らしが可能
・独身寮は家具家電付きのワンルームを提供
・生活雑貨の支給あり（手ぶらで一人暮らしを始めよう）

 株式会社AOS
【現住所】〒659-0068 兵庫県芦屋市業平町3-12 TEL  0797-25-1882（令和4年5月末まで）
【新住所】〒650-0038 神戸市中央区西町35 三井神戸ビルディング4F TEL  078-322-2260
＊6月より、新住所に移転 URL http://www.sc-aos.co.jp/ 

お問い
合わせ

一人暮らしを徹底応援！ 充実の福利厚生

会社見学・採用試験の旅費をAOSが負担!!

優良企業に関する最新情報満載!!

最新号

第44号
配布中！

『就活支援ジャーナル』では、就職活動中の大学生・短期大学生等に
紹介したい「優良企業」の最新情報のほか、卒業後に再進学をして
就職を目指す「キャリア進学」などの情報を掲載。第 44号では、「IT
業界特集」や「中部地方企業特集」など、夢の実現に向けて頑張る
就活生にとって有益な最新情報を紹介しています。

「就職」を真剣に考える大学生のための

お問い合わせ
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
TEL  03-5925-1668大学新聞社 東京本社

　
日
本
商
工
会
議
所
と
東
京
商
工

会
議
所
は
4
月
27
日
、「
人
手
不

足
の
状
況
お
よ
び
従
業
員
へ
の
研

修
・
教
育
訓
練
に
関
す
る
調
査
」

の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
同
調

査
は
、
人
手
不
足
や
そ
の
対
応
、

従
業
員
へ
の
研
修
・
教
育
訓
練
に

つ
い
て
、
中
・
小
企
業
の
実
態
を

把
握
し
、
今
後
の
要
望
活
動
に
活

　
文
部
科
学
省
は
今
夏
、〝
実
際

の
現
場
で
、
文
部
科
学
行
政
を
体

験
で
き
る
〞
こ
と
を
目
的
に
掲

げ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

す
る
。
対
象
は
、大
学
、大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専

門
学
校
、
高
等
専
修
学
校
、
高
等

学
校
、
中
学
校
に
籍
を
置
く
学

生
・
生
徒
で
、
原
則
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
者
と
し
て
い
る
。

　
実
施
期
間
は
7
月
25
日
か
ら
9

月
22
日
ま
で
の
約
2
カ
月
間
で
、

原
則
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

連
日
、
午
前
9
時
半
か
ら
午
後
6

時
15
分
ま
で
と
し
て
い
る
。
実
施

形
態
は
、
実
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
、
実
地
実
習
、
オ
ン
ラ
イ
ン
実

習
の
い
ず
れ
か
で
実
施
す
る
と
の

こ
と
。
大
臣
官
房
を
は
じ
め
、
総

合
教
育
政
策
局
や
初
等
中
等
教
育

局
な
ど
、
文
科
省
の
仕
事
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
初
等
中
等
教

か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。
中
・
小
企
業
6
0
0
7
社

を
対
象
に
2
月
7
日
か
ら
28
日
に

か
け
て
行
わ
れ
、
3
2
2
2
社
か

ら
回
答
を
得
た
。

　
調
査
結
果
を
見
て
い
く
と
、
人

手
が
「
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
企
業
は
全
体
の
60
・
7
％
と

な
り
、
前
年
同
期
（
2
0
2
1

年
2
月
）
の
調
査
と
比
較
し
て
、

16
・
3
㌽
増
加
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
直
前
の
水
準
（
60
・
5
％
）

を
上
回
り
、
再
び
人
手
不
足
に
陥

っ
て
い
る
状
況
だ
。

　
業
種
別
に
見
て
い
く
と
、「
運

輸
業
」
が
最
も
高
い
79
・
4
％
を

記
録
し
て
お
り
、
以
下
、「
建
設

業
」
75
・
6
％
、「
情
報
通
信
・

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
」66
・
7
％
と
、

続
く
。
他
方
、「
宿
泊
・
飲
食
業
」

は
9
・
0
％
が
「
過
剰
で
あ
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
残
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

　
人
手
不
足
へ
の
対
応
方
法
を
聞

育
局
や
高
等
教
育
局
は
募
集
学
校

種
に
制
限
が
な
い
た
め
、
高
校
生

で
も
応
募
が
可
能
だ
。
希
望
者
は

各
所
属
校
に
申
し
出
て
、
所
属
校

を
通
し
て
6
月
10
日
正
午
必
着
で

応
募
書
類
を
メ
ー
ル
に
て
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
参
加
を
希
望
す
る
学
生
（
生

徒
）
は
文
科
省
が
指
定
す
る
「
学

生
・
生
徒
用
調
査
票
」を
作
成
し
、

所
属
校
に
提
出
。
所
属
校
は
、
推

薦
書
、
推
薦
者
一
覧
、
教
育
機
関

用
調
査
票
な
ど
の
書
類
を
作
成

し
、
学
生
・
生
徒
用
調
査
票
と
併

せ
て
提
出
す
る
。
実
習
生
の
受
け

入
れ
は
、
学
生
調
査
票
に
基
づ
い

て
選
考
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
学

生
・
生
徒
の
受
け
入
れ
が
決
定
す

い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た
の

は
「
正
社
員
を
増
や
す
」
で
72
・

3
％
。
以
下
、「
社
員
の
能
力
開

発
に
よ
る
生
産
性
向
上
」
35
・
9

％
、「
I
T
化
、
設
備
投
資
に
よ

る
業
務
効
率
化
・
自
動
化
」
35
・

4
％
、「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

に
よ
る
効
率
化
」
32
・
1
％
と
な

り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
選
択
肢
の
い

ず
れ
か
を
（「
生
産
性
向
上
・
業

務
効
率
化
」
に
取
り
組
む
企
業
）

回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
60
・
7

％
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
採
用
手
段
は
ど
う

れ
ば
、
文
科
省
と
各
学
校
間
で
覚

書
の
締
結
が
な
さ
れ
る
と
い
う
流

れ
だ
。
受
け
入
れ
の
可
否
に
つ
い

て
は
、
7
月
1
日
以
降
に
所
属
校

宛
に
連
絡
さ
れ
る
。

　
実
習
生
は
、
実
習
期
間
終
了
後

3
週
間
以
内
に
実
習
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
お
よ
び
実
習
に
伴
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
作
成
し
、
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生

と
な
っ
て
も
、
文
科
省
が
実
施
す

る
採
用
選
考
活
動
に
は
一
切
関
係

な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
し
て
、
国
の
仕
事
に
ふ
れ
ら
れ

る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
体
験

で
き
な
い
貴
重
な
機
会
だ
ろ
う
。

か
。
人
材
を
採
用
す
る
際
の
主
な

手
段
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
と
回
答
し
た
企
業
が
最

も
多
く
、
79
・
0
％
に
上
っ
た
。

以
下
、「
民
間
企
業
の
求
人
サ
ー

ビ
ス
」
59
・
9
％
、「
親
族
・
知
人
・

友
人
の
紹
介
」37
・
0
％
と
続
く
。

こ
れ
を
従
業
員
数
規
模
別
で
見
て

い
く
と
、
2
番
手
の
「
民
間
企
業

の
求
人
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
特

に
差
が
生
じ
て
お
り
、「
20
人
以

上
の
企
業
」
が
66
・
9
％
で
あ
る

の
に
対
し
、「
20
人
以
下
の
企
業
」

が
46
・
9
％
と
、
20
・
0
㌽
も
の

差
が
開
い
て
い
る
。
ま
た
、「
親

族
・
知
人
・
友
人
の
紹
介
」
の
項

目
で
は
、「
21
人
以
上
」
が
34
・

9
％
な
の
に
対
し
、「
20
人
以
下
」

が
41
・
5
％
と
、
後
者
の
ほ
う
が

6
・
6
㌽
高
い
。
こ
の
結
果
に
対

し
て
日
本
商
工
所
と
東
京
商
工
所

は
、「
採
用
に
か
け
ら
れ
る
コ
ス

ト
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
が
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
分
析
し

て
い
る
。
　

　
従
業
員
へ
実
施
し
て
い
る
研

修
・
教
育
訓
練
と
し
て
最
も
多
か

っ
た
の
は
、「
日
常
業
務
の
中
で

の
教
育
（
O
J
T
）」
で
75
・
6

％
。
以
下
、「
外
部
主
催
の
研
修
・

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
」
57
・
3
％
、

「
業
務
に
関
連
す
る
資
格
の
取
得

奨
励
」
51
・
0
％
と
な
っ
た
。
ま

た
、
従
業
員
へ
の
研
修
・
教
育
訓

練
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
課
題
に

つ
い
て
は
、「
研
修
・
教
育
訓
練

を
行
う
時
間
的
余
裕
が
な
い
（
業

務
多
忙
等
）」
44
・
7
％
、「
研
修
・

教
育
訓
練
を
担
当
す
る
人
材
の
不

足
」
39
・
1
％
、「
管
理
職
等
の

育
成
能
力
や
指
導
意
識
の
不
足
」

38
・
2
％
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

「ネットの大学managara」と共に導入開始
AⅠ活用人材育成プログラム

新潟産業大学
　新潟産業大学（新潟県柏崎市）お
よび同大の経済学部経済経営学科に
設置されている通信教育課程「ネッ
トの大学managara」は、4月より
関西学院大学（兵庫県西宮市）と日
本IBM株式会社（本社東京・中央区）
が共同開発した「AI 活用人材育成
プログラム」を導入している。
　近年、AI の技術は目覚ましい進
歩を遂げ、人々の生活に身近なもの
となっている。その一方、経済産業
省の「IT人材需給に関する調査」
によると、IT 人材の不足は喫緊の
課題で、令和 12（2030）年には最大
で約 80 万人規模の人材が不足する
可能性があると試算されている。こ
うした課題の解決に貢献していくた
め、関西学院大と日本 IBM社は「AI
活用人材育成プログラム」を共同で
開発し、昨年 8月に文部科学省によ

る「数理・データサイエンス・AI
教育プログラム認定制度（リテラシ
ーレベル）」の認定を受け、現在
100社以上の企業や自治体がこのプ
ログラムを導入している。そして今
回、新潟産業大および「ネットの大
学managara」も同プログラムを導
入することを決定した。
　このプログラムは初学者でもAI
活用人材となれるように考え抜いて
開発された教材を用いているのが特
徴で、AI スキル・ITスキル・デー
タサイエンススキル・ビジネススキ
ルの四つのスキルを無理なく総合的
に身につけることができる。プログ
ラムを修了した学生は、「修了証」
と国際標準規格に則って資格・能力・
スキルを示すデジタル証明書の「オ
ープンバッジ」を取得することがで
きるため、就職活動時などでもAI

を活用できる人材としてアピールす
ることが可能だ。
　新潟産業大の梅比良眞史学長は
「DX時代の到来を迎えたいま、全
国的に IT人材不足が懸念されてい
るが、本学でAI を活用できる人材
を育成することは、これからの地域
社会を守り、より一層発展に貢献で
きる人材の輩出につながる。これか
らも時代の変化に合わせ、たくまし
く生き抜く人材の育成を推進してい
く」と、コメントしている。
　なお、「ネットの大学managara」
は、同大の経済学部経済経営学科に
設置する通信教育課程。通学の必要
がなく、好きな時間に好きな場所で
1回 10 分程度の映像講義を受講す
ることができるため、無理なく大学
卒業・経済経営学の学士号取得を目
指すことが可能だ。何かをし「なが
ら」学ぶ、学び「ながら」何かに挑
戦する－という意味から「ネット
の大学 managara」と名づけられ、
高校生の進学先としてはもちろん、
社会人やシニア層の学び直しができ
る通信制大学としても注目を集めて
いる。

は
、
過
去
6
年
間
の
平
均
69
・

3
％
を
上
回
る
数
値
と
な
っ
て

お
り
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た

2
0
2
0
年
度
の
72
・
0
％
に

次
い
で
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

I
L
A
S
テ
ス
ト
で
は
、
青

少
年
に
必
要
な
リ
ス
ク
対
応
能

力
と
し
て
、
❶
違
法
有
害
情
報

リ
ス
ク
へ
の
対
処
能
力
（
a
違

法
情
報
リ
ス
ク
、
b
有
害
情
報

リ
ス
ク
）、
❷
不
適
正
利
用
リ

ス
ク
へ
の
対
処
能
力
（
a
不
適

切
接
触
リ
ス
ク
、
b
不
適
正
取

引
リ
ス
ク
、
c
不
適
切
利
用
リ

ス
ク
）
❸
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
へ
の
対
処

能
力
（
a
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス

ク
、
b
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス

ク
）
に
分
類
し
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
を
大
分
類
別
に

見
る
と
、「
❸
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
」
の
割

合
が
66
・
6
％
と
、低
か
っ
た
。

中
分
類
別
で
は
、「
2
c
・
不

適
切
利
用
リ
ス
ク
」79
・
6
％
、

「
2
a
・
不
適
切
接
触
リ
ス

ク
」78
・
3
％
の
数
値
は
高
く
、

「
2
b
・
不
適
正
取
引
リ
ス

ク
」
60
・
2
％
、「
3
a
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
」
64
・
7

％
と
、
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
次
に
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
実
態
を
見
て
い
こ

う
。
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
機
器
と
し
て
最
も
多
か

っ
た
の
は
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」
で
98
・
6
％
が
保
有
し
て

お
り
、
う
ち
92
・
9
％
が
最
も

よ
く
利
用
す
る
機
器
と
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
挙
げ
て
い

る
。
以
下
、「
携
帯
／
固
定
ゲ

ー
ム
機
」
49
・
1
％
、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
」
41
・
6
％
、「
ノ

ー
ト
／
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
P
C
」

34
・
7
％
と
続
い
た
。中
で
も
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
」
は
9
・
9
㌽
、

「
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
P
C
」
9
・

1
㌽
と
、
急
増
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ

ン
が
普
及
し
た
影
響
が
考
え
ら

れ
そ
う
だ
。

　
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
実
態
と
I
L
A
S
の
ク

ロ
ス
集
計
の
結
果
を
見
る
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し
、

一
定
程
度
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

認
知
し
て
い
る
高
校
生
の
う

ち
、「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利

　
総
務
省
は
4
月
28
日
、

「
2
0
2
1
年
度
青
少
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
リ
テ
ラ
シ

ー
指
標
等
に
係
る
調
査
結
果
」

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

　
総
務
省
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
危
険
・
脅
威
に
対
応

す
る
た
め
の
能
力
を
可
視
化
す

る
た
め
、
2
0
1
1
年
度
に
こ

れ
ら
の
能
力
を
可
視
化
す
る
テ

ス
ト
（
I
L
A
S
）
を
指
標
と

し
て
開
発
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
中
で
も
特

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
危

険
・
脅
威
へ
の
対
応
能
力
や
モ

ラ
ル
を
翌
12
年
度
か
ら
毎
年
、

高
等
学
校
1
年
次
生
を
対
象

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
利

用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

と
共
に
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
75
校
・
1
万
4
0
2
1
人

を
対
象
に
実
施
し
た
、
テ
ス
ト

お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集

計
・
分
析
し
、
ま
と
め
た
。

I
L
A
S
の
結
果
を
見
て
い

く
と
、
全
体
の
正
答
率
は
70
・

6
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

用
し
て
い
る
高
校
生
（
正
答
率

71
・
8
％
）」
の
ほ
う
が
「
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
て
い

な
い
高
校
生
（
正
答
率
：
69
・

5
％
）」
と
比
較
し
て
正
答
率

が
高
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
が

あ
る
高
校
生
（
正
答
率
71
・
8

％
）」
の
ほ
う
が
、「
ル
ー
ル
が

な
い
高
校
生
（
正
答
率
69
・
5

％
）」
と
比
較
し
て
、
正
答
率

が
高
く
な
っ
て
い
た
。
家
庭
で

の
ル
ー
ル
の
有
無
お
よ
び
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
利
用
の
有
無
と
の

関
係
は
、「
家
庭
で
の
ル
ー
ル

あ
り
」
か
つ
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
利
用
あ
り
」
の
場
合
が
74
・

2
％
と
最
も
高
く
、
い
ず
れ
も

「
な
し
」
の
場
合
が
71
・
1
％

と
最
も
低
い
。

　
総
務
省
は
、
同
調
査
結
果
か

ら
、「
青
少
年
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の

安
全
・
安
心
な
利
用
に
関
し
て

は
、
利
用
時
間
の
管
理
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
や
ペ
ア
レ
ン
タ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
に
係
る
適

切
な
情
報
の
周
知
・
普
及
、
家

庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
係
る
ル
ー
ル
づ
く
り
等
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
」
と
指
摘

し
、
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
啓
蒙
活
動

に
努
め
て
い
く
と
し
た
。

意
識
調
査

学
生
の
公
務
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

人
事
院

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

長
崎
県
内
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

長
崎
県

人
手
不
足
お
よ
び
従
業
員
へ
の

研
修
・
教
育
訓
練
に
関
す
る
調
査

日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工
会
議
所

国
家
公
務
員
職
を
体
験
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

文
部
科
学
省

学
生
に
寄
り
添
っ
た
支
援
で

県
内
就
職
を
促
進
す
る

■国家公務員の仕事や働き方に対するイメージ

周囲の人に誇れる職業である
国を動かす仕事などスケールが大きい
国民のためにやりがいのある仕事である

給与面で恵まれている
仕事を通じて専門性や能力等を高められる
国際的に活躍する仕事ができる

自分のキャリア形成に資する仕事ができる
仕事と私生活の両立ができる

留学や研修等の機会が充実している
能力や実績に基づいた評価や昇進がある
人間関係や職場の雰囲気が良さそう
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■そう思う　■ややそう思う　■どちらでもない　■ややそう思わない　■そう思わない
　
人
事
院
は
3
月
25
日
、
令
和
3

年
度
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て

実
施
し
た
「
本
年
度
就
職
活
動
を

終
え
た
学
生
を
対
象
と
す
る
意
識

調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
こ

の
調
査
は
令
和
3
年
9
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

東
京
工
業
大
学
（
東
京
都
目
黒

区
）、
東
京
大
学
（
東
京
都
文
京

区
）、
一
橋
大
学
（
東
京
都
国
立

市
）、
名
古
屋
大
学
（
名
古
屋

市
）、
京
都
大
学
（
京
都
市
）、
大

阪
大
学
（
大
阪
府
吹
田
市
）、
神

戸
大
学
（
神
戸
市
）、
九
州
大
学

（
福
岡
市
）、慶
應
義
塾
大
学
（
東

京
都
港
区
）、東
京
理
科
大
学
（
東

京
都
新
宿
区
）、
早
稲
田
大
学

（
同
）、同
志
社
大
学
（
京
都
市
）、

立
命
館
大
学
（
同
）、
関
西
大
学

（
大
阪
府
吹
田
市
）、
関
西
学
院

大
学
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
の
15
大

学
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「SH
IR
U
C
A
F
E
®

」
に
登
録

し
て
い
る
2
0
1
3
人
の
学
生

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ

る
1
0
6
4
人
の
合
計
3
0
5
3

人
を
対
象
と
し
た
。

　
就
職
先
に
つ
い
て
は
、「
民
間

企
業
」
が
67
・
0
％
、「
国
家
公

務
員
」
が
3
・
9
％
、「
地
方
公

務
員
」
が
4
・
5
％
、「
進
学
」

が
10
・
6
％
、「
そ
の
他
」
が

14
・
1
％
と
い
う
内
訳
だ
。

　
国
家
公
務
員
へ
の
志
望
状
況
に

つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
国
家
公

務
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て
国
家

公
務
員
に
内
定
し
た
」
の
は
、
わ

ず
か
4
・
7
％
（
1
4
4
人
）

だ
っ
た
。

　
具
体
的
な
調
査
項
目
を
見
て
い

こ
う
。「
国
家
公
務
員
の
仕
事
や

働
き
方
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
に

つ
い
て
、「
そ
う
思
う
」
と
「
や

や
そ
う
思
う
」
の
合
計
値
を
見
る

と
、「
周
囲
の
人
に
誇
れ
る
職
業

で
あ
る
」
が
75
・
8
％
、「
国
を

動
か
す
仕
事
な
ど
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
い
」
が
71
・
9
％
、「
国
民
の

た
め
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

あ
る
」
が
71
・
0
％
な
ど
と
い
っ

た
項
目
で
肯
定
的
な
回
答
の
割
合

が
高
か
っ
た
。

　
一
方
、「
職
業
と
し
て
国
家
公

務
員
を
選
ば
な
か
っ
た
理
由
」
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。
最
も
多
か
っ

た
の
は
、「
採
用
試
験
の
勉
強
や

準
備
が
大
変
」
で
76
・
0
％
。
以

下
、「
業
務
内
容
を
こ
な
す
こ
と

が
大
変
そ
う
」
が
61
・
0
％
、「
出

身
大
学
が
処
遇
に
影
響
し
そ
う
」

が
58
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、「
進
路
選
択
に
向
け
た

情
報
収
集
を
始
め
た
時
期
」
に
つ

い
て
見
て
い
こ
う
。
最
も
多
か
っ

た
の
は
「
大
学
3
年
4
月
か
ら
9

月
」
で
、
66
・
8
％
が
こ
の
時
期

に
情
報
収
集
を
始
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。「
進
路
選
択
に
用

い
た
情
報
収
集
手
段
（
よ
く
用
い

た
方
法
）」
は
、「
就
職
情
報
サ
イ

ト
」
が
最
も
多
く
74
・
6
％
。
以

下
、「
企
業
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
採
用
情
報
）」
49
・
8
％
、「
企

業
等
の
合
同
説
明
会
」
36
・
9
％

と
続
く
。

　「
就
職
先
を
決
定
し
た
決
め

手
」
と
し
て
上
位
に
挙
が
っ
た
項

目
を
見
て
い
こ
う
。
ト
ッ
プ
は
、

「
業
界
・
業
務
に
興
味
関
心
が
あ

る
か
ら
」
56
・
0
％
。
以
下
、「
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
を
充
実
で
き
そ
う

だ
か
ら
」
30
・
3
％
、「
給
与
・

待
遇
が
良
い
か
ら
」
27
・
5
％
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
雇
用
が

安
定
し
て
い
る
か
ら
」
は
16
・
8

％
に
と
ど
ま
り
、
業
務
や
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
等
を
重
視
し
て
就
職
先

を
選
ぶ
傾
向
が
見
え
た
。

　
人
事
院
は
、
今
回
の
調
査
に
つ

い
て
詳
細
な
分
析
を
行
い
、
人
材

確
保
施
策
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
。

　
長
崎
県
で
は
、
県
内
の
就
職
サ

ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、
経
験
豊

富
な
就
職
支
援
ス
タ
ッ
フ
「
キ
ャ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配

置
し
て
い
る
。
現
在
は
、
長
崎
県

に
加
え
て
、
福
岡
県
内
に
も
拠
点

を
構
え
、
長
崎
県
内
で
働
き
た
い

と
考
え
る
学
生
や
そ
の
保
護
者
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
企
業
の
元
採
用
担
当
者
や
元

看
護
師
な
ど
を
は
じ
め
、
大
学
キ

ャ
リ
ア
教
育
講
師
や
現
役
大
学
生

の
保
護
者
な
ど
、
多
様
な
経
歴
の

持
ち
主
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
現

在
は
、
長
崎
県
内
に
4
人
、
福
岡

県
に
1
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

学
生
が
抱
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談

内
容
に
寄
り
添
っ
た
、
専
門
的
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
魅
力
だ
。

　
具
体
的
な
支
援
内
容
と
し
て

は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
要
望
を

聞
き
取
り
な
が
ら
、
県
内
企
業
の

採
用
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の

情
報
提
供
、
就
職
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
や
面
接
練
習
な
ど
を
行
い
、
キ

メ
細
か
く
対
応
す
る
。
こ
う
し
た

支
援
は
、
長
崎
県
・
福
岡
県
の
一

部
の
学
内
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、

希
望
す
る
学
生
の
個
別
相
談
も
実

施
し
て
い
る
と
い
う
。
就
職
活
動

の
一
人
ひ
と
り
の
進
捗
は
異
な
る

が
、
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

が
受
け
ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
。

　
相
談
に
は
、
メ
ー
ル
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
対
応
可
能
な
た
め
、
全

国
ど
こ
に
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
大
学
訪
問
や
外
部
で
の
学
生

相
談
も
実
施
し
て
い
る
。
九
州
圏

外
か
ら
、
長
崎
県
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
学
生
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て

欲
し
い
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

（n
.sy

u
k
a
tu
@
p
re
f.

nagasaki.lg.jp

）
ま
で
、
問

い
合
わ
せ
の
こ
と
。
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